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四国大学デジタル創生学部の設置認可にかかる答申について 

 

 

この度、令和８年４月の開設に向け設置認可申請を行っておりました「デジタル創生学部」

につきまして、８月２9 日、大学設置・学校法人審議会より設置の認可を「可」とする答申

がなされた旨、文部科学省より発表されましたのでお知らせします。 

 

＜文部科学省ホームページ＞ 

URL：https://www.mext.go.jp/content/20250829-mxt_koutou02-000044436_02.pdf 

 

この答申に基づき近日中に文部科学大臣より正式に認可される運びとなりますが、その

際には本学 HP 等にて改めてお知らせいたします。 

 

なお、現時点では正式に認可されたわけではなく、近く認可が下りる見通しであるという

点をご理解の上、記事等にされる際には十分ご留意いただけますと幸いです。 

 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

四国大学 

総務・企画部総合企画課新学部等設置準備室 

TEL:088-665-9905 

入試広報部広報課 

TEL:088-665-9906 

（平日 9～17 時） 



〒771-1192 徳島市応神町古川字戎子野123-1 ［受付時間］平日9:00～17:00（※土日祝日・創立記念日（11/4）・お盆休み・年末年始等を除く）
〈お問い合わせ〉 四国大学広報課

四国大学
サイト

デジタル創生学部
特設サイトTEL.0120-65-9906
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2026（令和8）年度 入試情報
募集人員

全国的に女性のIT技術者が不足している中、将来地域で活躍することを希望する女子を対象に、女子枠入試を実施します。
選考方法は、特別入試については面接及び小論文（600字程度）等、推薦入試については入学試験の選考結果により行います。
女子枠で合格し、入学した者には、入学後に「四国大学デジタル女子特別奨学金」として30万円を給付します。

［ 女 子 枠 について］

［特別入試について］ すでに他学科のセミナー利用入試または自己アピール入試で合格している者も、特別入試に出願することが可能。
ただし「デジタル創生学部特別入試」に合格した場合、必ず同学部に入学する者に限る。

総合型選抜
（専願制）

特別入試 15

自己アピール入試（Ⅲ期）

分野別入試（Ⅱ期・Ⅲ期） ‒

学校推薦型選抜 推薦入試
100

一般選抜
一般入試（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）

大学入学共通テスト利用入試（前期・中期・後期）

40
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※（　）内の数字は大学入学共通テスト利用入試による募集人数で、内数です。

入試日程

令和7年11月1日（土）
～

令和7年11月13日（木）
令和7年

11月14日（金）必着
令和7年

11月22日（土）
令和7年

12月1日（月）

総合型選抜
（専願制）

特別入試
※女子枠対象入試

※女子枠対象入試

令和8年2月27日（金）
～

令和8年3月9日（月）
令和8年

3月10日（火）必着
令和8年

3月15日（日）
令和8年

3月20日（金）自己アピール入試 Ⅲ期

令和7年11月1日（土）
～

令和7年11月19日（水）
令和7年

11月20日（木）必着
令和7年

12月7日（日）
令和7年

12月16日（火）Ⅱ期

令和8年1月22日（木）
～

令和8年2月8日（日）
令和8年

2月9日（月）必着
令和8年

2月14日（土）
令和8年

2月20日（金）Ⅲ期

令和7年11月1日（土）
～

令和7年11月13日（木）
令和7年

11月14日（金）必着
令和7年

11月23日（日）
令和7年

12月1日（月）学校推薦型選抜 推薦入試

令和7年12月19日（金）
～

令和8年1月21日（水）
令和8年

1月22日（木）必着
令和8年

2月1日（日）
令和8年

2月6日（金）

一般選抜

一般入試

Ⅰ期

令和8年1月22日（木）
～

令和8年2月8日（日）
令和8年

2月9日（月）必着
令和8年

2月14日（土）
令和8年

2月20日（金）Ⅱ期

令和8年2月9日（月）
～

令和8年2月26日（木）
令和8年

2月27日（金）必着
令和8年

3月4日（水）
令和8年

3月6日（金）Ⅲ期

令和8年1月22日（木）
～

令和8年2月8日（日）
令和8年

2月9日（月）必着
令和8年

2月20日（金）前期

令和8年2月9日（月）
～

令和8年2月26日（木）
令和8年

2月27日（金）必着

大学入学共通テスト
令和8年

1月17日（土）
1月18日（日）

令和8年
3月6日（金）

大学入学共通テスト
利用入試 中期

令和8年2月27日（金）
～

令和8年3月9日（月）
令和8年

3月10日（火）必着
令和8年

3月20日（金）後期

分野別入試

入試区分 期 インターネット出願登録・
入学検定料払込期間 出願締切日 試験日 合格発表日

入学金・学費等

280,000円 授業料：760,000円/施設設備費：220,000円/
実験実習費：108,000円/教育充実費（学科等特別費）：160,000円

1,528,000円
（2年次以降納付金：1,248,000円）

入学金 学費等（年額） 初年度納付金合計

入試区分 入学定員 募集人数 女子枠一般枠
［募集人数の内訳］



AI・データサイエンス、経済・経営的思考、地域を学ぶことを
３つの柱として全学生が共通に学びます。
本学部では文系・理系の枠組みにとらわれない
文理融合型のカリキュラムを整備しており、

文系中心に学んだ人も理系中心に学んだ人も入学可能です。

文理融合型のカリキュラム

社会の実態を的確に理解し、
デジタル技術を活用して地域や企業が直面する
課題を解決できる「実践的デジタル人材」の

育成をめざしています。

「実践的デジタル人材」の育成
今後の成長が期待される業界と

新学部の学びの相関

デジタル創生学部
関係資料の請求はこちら

新学部棟（右）には最新機材を完備した実習室、研究室、工作実験室、
植物工場や企業との共同研究室などが設けられています。
併設のアリーナ（左）には全方位モーションキャプチャや
映像収録・放送のできる機器や設備が揃っています。

デジタル創生館（仮称）

最先端の設備・施設を備えた新たな拠点が誕生。

完成予定2027年

©moon at. ＋ NASCA　※上の画像全て基本設計から抜粋。今後の設計で変更になる可能性があります。

デジタルイノベーションコース
映像やVR・AR表現の多彩な可能性を追求する

映像クリエイターへ

メディアデザインコース
AIやデータを活用し

社会課題を解決するエンジニアへ

AI・情報システムコース
IoTやドローンなどのデジタル技術を駆使して

人と社会を繋ぐITエンジニアへ

未来へつながる3つのコース

外観イメージ デジタル創生館内部イメージ アリーナ内部イメージ

デジタル技術で地域や社会の未来を創る
学生はそれぞれの関心や将来像に応じて、実践的な応用力を磨くことができます。

モーションキャプチャを用いてスポーツ選手の動作をデータ化し、競技力の向上やトレーニング戦略の立案に活かす
ドローンの運用技術を習得し、農業や物流、インフラ点検などの産業応用事例を学び、実社会での活用可能性を広げる
植物工場の設計や環境制御、運用管理について実践的に学び、スマート農業や地域産業の持続可能性に貢献する

上級情報処理士

上級ビジネス労務士

プレゼンテーション実務士

ウェブデザイン実務士

上級データサイエンス・AI実務パスポート

教職員免許状（高等学校教諭第一種免許状（情報））※

取得可能資格・免許
映像音響処理技術者資格認定試験

各種マイクロソフト認定資格

各種Amazon Web Service（AWS）認定資格

基本情報技術者

ITパスポート試験

無人航空操縦者技術証明
（一等無人航空機操縦士・二等無人航空機操縦士）

取得をサポートしている資格
G検定

DS検定リテラシーレベル

統計検定

※教職課程認定申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、
　予定している教職課程の開設時期などが変更となる可能性があります。

エ
ン
タ
メ
業
界

農
業
・
福
祉
業
界

デジタル
創生学部

AI・情報システム
コースメディアデザイン

コース AI/データ分析/
IoTシステム/
ネットワーク/

クラウド

経営・会計/ファイナンス/
ネット売買/ネット広告/

流通・マーケティング

映像・音響/
スポーツ応用/

ライブ配信/
VR・AR/ゲーム

ドローン国家資格/
自立飛行輸送/ドローン製作/

検査・捜索/センサ

植物工場/農業用ロボット/
農林水産業/

健康管理・見守り/
福祉ロボット/
医療的ケア

デジタル
イノベーションコース学科共通・

デジタルイノベーション
コース

学科共通

ドローン業界

IT業界

ネット
広告業界

国立大学などで電気・機械・情報・経済など多様な専門分野で
高い研究実績を持つ教授陣が就任予定です。
さらに、スポーツ・医療・農業・食といった分野の専門家と情報系教員が協働し、
「ティームティーチング」による実践型授業を展開します。

ティームティーチングによる実践型授業

100名
入学定員

学びの特色と
将来像
地域の“困りごと”に寄り添い、共に考え、
デジタルの力を使って解決策を提案・実施します。
そうした活動を仕事の中で、または仕事そのものとして
実践する進路を想定しています。
一般企業や個人事業、公務員、起業など、
スキルを活かして働く道や、さらに深く学ぶための
大学院進学も視野に入れています。



※基本設計から抜粋。今後の設計で変更される可能性があります。©moon at. ＋ NASCA

アリーナ デジタル創生館

外観・南面 （左：アリーナ、右：デジタル創生館）

外観・南西面 （左：アリーナ、右：デジタル創生館）

外観・創生広場 （左：アリーナ、右：デジタル創生館）

内観・デジタル創生館（2Ｆ）

内観・アリーナ（2Ｆ）


